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編集後記

今月の表紙

作者：文化会美術部 西山 千晶さん（社２）
作品名：「星の降る朝」　テーマ：夜の雰囲気が残る朝焼け

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。大学は出会いの場
です。その出会いが人生を変えることがあります。３０数年前の新入生
オリエンテーションでの恩師のお言葉を私は今も忘れられません。そ
れは、「これまで正しいと信じてきたことをいったん全て疑いなさい」と
いうものでした。この一言で、私はこの大学で学ぼうと決意を新たにし
ました。暗記中心の受験勉強に励み入学した大学で、最初に頂いたお
言葉がこれでした。「“大学で学ぶ”ってこういうことか」と感激しました。
　また、無謀にも経験者ではないにもかかわらず体育会に入り、当然練

習の厳しさについていけず、退部届を携えながら毎日練習に参加して
いました。しかし、そこでもかけがえのない先輩、後輩、同期との出会い
があり、気が付けばずっとそのクラブに今も関わっています。
　関西大学は、面倒見のいい大学です。教職員は、学生が大好きです。
そして、さまざまな学生支援の窓口があります。学生相談・支援センター
は、障がいのある学生の修学支援相談窓口であるとともに、「どこに相談
に行っていいか分からない」という学生の道案内もしています。皆さんが
いろいろなことや、人に出会えるように応援しています。

　春４月は、最も気持ちが華やぐ季節。本号には、そんな気分を後押ししてくれる、フレッシュな情報が詰まっています。学びの領野に飛
び込んだ新入生の皆さん、そして、社会に船出することを見据えて研さんしている上年次生の皆さんを、『関大通信』は応援しています。
ところで、新境地を切り開くときにはリスクを伴うもの。riskは、ラテン語でrisicare。岩礁を航行するという意味です。ぜひ本号を手に取
りリスクを確かめながら、あなたにしかできないチャレンジをしてください！

発行日：２０１7年３月２１日（年９回発行）
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

「春はあけぼの」という言葉通り、この季節の明け方は趣があり、
私は好きです。そんな夜明けのイメージを描きつつ、制作しまし
た。自分の描きたいイメージにどこまで絵を近づけられるか、
日々の活動で精進したいと思います。

　関西大学文化・学術活動等奨励金制度（業績部門）は、本
学に在学する学生または、所属する団体のうち、文化・学
術・福祉・ボランティア活動等の分野で、優れた業績をあげ
た者に対して奨励金で支援し、表彰することにより、学生文
化の向上に資することを目的としています。
　実施から1２年目となる今年度は、審査の結果、応募総数
21件の中から12件が採択されました。学生の皆さんの多
様な活動を期待しています。
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　公式SNSでは、大学ウェブサイトでは紹介しきれない最
新ニュースやイベント情報など、さまざまなコンテンツを
配信。関西大学のフォロワーになってキャンパス情報を入
手しましょう。

　 Facebook（@kansai.u）
　最新ニュースやイベント
情報、学生・教職員の活躍
などを日々投稿していま
す。また、在学生に対して緊
急性が高いと判断した情
報も、補完的にFacebook
で発信します。

関西大学文化・学術活動等奨励金制度（業績部門）で
１２件が採択

学生スタッフなど募集のお知らせ 関西大学公式SNSを利用しよう！

（広報委員・社会安全学部准教授　近藤誠司）

神藤 典子学生相談・支援センター事務グループ長

第4回全日本学生最強位戦第７位（囲碁）

各種英語弁論全国大会への出場
および入賞

Hack U 2016優秀賞

お祭りダンス活動および
各種大会での入賞

ボランティア活動

高槻市介護職PR動画制作

第30回全日本大学女子野球選手権
大会小野山賞

KAISERS TVの制作

第21回　青雀旗争奪
全国大学対抗麻雀選手権大会第４位

第5回全国学生英語プレゼンテーション
コンテスト インプレッシブ賞

トーゴ共和国広報プロジェクト

2016年度近畿地区障害学生支援協議
会7大学学生交流会
関西大学主催「Think ! Act ! ～大学生
活を考えよう～」

申請者 業 績

　 Twitter（@UnivKansai）
　Facebookと連動して
各種ニュースをツイートし
ています。在学生に対する
緊急連絡も発信します。

　 YouTube関西大学
　 （Kansai University 
　 Official Channel）
　関大生が制作した「関
西大学学歌」の動画や入
学式・卒業式の様子など、
さまざまな動画コンテン
ツを公開しています。

　 Instagram
　 （@kansai_university）
　四季折々のキャンパス風
景、関西大学の素敵な写真
を投稿しています。

　ピア・サポート活動（学生による学生の支援）を実践する8
つのコミュニティがあります。教職員のバックアップのもと、
さまざまなサポートプログラムを企画・運営しています。

ピア・コミュニティ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　関大生にボランティアを広めることを目的に、環境や防災
など身近な問題への意識啓発やボランティア体験ツアーな
ども行っています。

ボランティアセンター学生スタッフ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　体育会所属選手に対するスポーツ傷害の応急処置・テー
ピング・ストレッチ、アスレティックリハビリテーション補助を
行い、各部の練習・試合でのサポートもしています。

ATルーム学生トレーナー部

ATルーム学生トレーナー部
kaisers_kuat@yahoo.co.jp問い合わせ先

　他にも、関西大学では、学内のさまざまな所で学生が活躍
しています。
● 授業支援SA、LA、TA
● 学生相談・支援センター学生支援スタッフ
● キャリアセンター学生スタッフ
● 国際部レジデント・アシスタントなど
　募集告知は、インフォメーションシステム「お知らせ」や学
内ポスターなどでお知らせしますので確認してください。

　高校生・保護者の大学見学時の対応（キャンパス案内な
ど）、オープンキャンパス実施運営、入試広報冊子への取材
協力などを行っています。

入試広報学生スタッフ

入試センター入試広報グループ
nyushikoho@ml.kandai.jp問い合わせ先



　新入生歓迎会（新歓）の開催期間には、各団体がブー
スを出し、勧誘を行います。今号では、新入生の皆さ
んがクラブ・サークルを選ぶ時に役立つ、先輩と職員
からのアドバイスを紹介します。

　新歓で勧誘を受けて、千里山法律学会を知りました。私は
法律の専門科目を、大学に入学してから学び始めたので、最
初の頃は専門用語が分からず難しいと感じました。クラブの
活動で、先輩が法律に関する基礎科目を教えてくれる輪読
会をしていること、討論会に向けて全員で活動していること
にひかれて入部を決めました。輪読会を通し
て法律への理解を深め、講義で学んだこと
もクラブで生かせていると感じ、楽しく充
実した毎日です。

　かるたの漫画を読んで、「やってみたい」と思っていました
が入学当時、関西大学にはかるたサークルがなかったので、
自分でサークルを作ろうと決心しました。未経験で部員も3
人、練習も学外の公民館でというスタートでしたが、時がた

つにつれて部員数も増え、準登録団体にな
るまでに至りました。一緒に頑張る仲間と、
いつでも練習できる環境が整ったことが
うれしいです。

の選び方

　速記とは国会などの議事録をとる時に、話している言葉を速記文
字で書き記す方法のことです。まずは速記文字を覚え、書き方の法
則に従って文字を書き、また日本語に戻し（反訳）、ミスが少ない方
が評価されます。
　きっかけは新しいことをやってみたかったから。サークルを探して
いた際に勧誘を受け、初めは考えていた大学生活のイメージと違っ
たものの、好奇心で活動を見に行くと、面白くて先輩
も優しく、思っていたものと違いました。文字数を多
く書けて、反訳で読め、ミスがない時が楽しいです。

文化会 速記部　システム理工学部３年次生
北尾 祐平さん

学術研究会 千里山法律学会　法学部２年次生
梶谷 和宏さん

　入部を決めたきっかけは、クラブ・サークル紹介のパンフ
レットでした。充実した4年間を過ごしたいと思い、クラブに
入ろうと決めていたところ、探検部が目に入り「ここだ！」と思
いました。部室を訪れて活動内容などの説明を聞き、やり

たいことができると思い入部を決めました。
探検部では、基本的に1年次生は先輩の立
てた計画をもとに登山などの活動を行い、
2・3年次生になると、自分で計画の立案～準

備・安全対策まで行います。今まで、南・
北アルプスなどに登りました。

　新歓の期間、興味のあったさまざまなクラブの説明を
聞きました。マス・コミュニケーション学研究部の先輩と
は、偶然に１日に４度も会って、運命のように感じてブー
スを訪れました。もともと、物づくりやパソコン関係が好
きで、新入生向けクラブ紹介の映像を見たとき「かっこ

いい」と思い、入部を決めました。クラブで
は映像パートに所属し、クラブの紹介映
像やドラマなどを制作しています。

　新歓の時、図書館前で放送している様子を見て、活
発なクラブだと感じ、ガイダンスでの先輩の話から充
実した生活を送れそうだと思いました。KBCでは、主
にラジオ番組を制作しています。曜日別に番組を担
当し、ディレクター部、ミキサー部、アナウンサー部に
分かれて役割を分担。放送時は音楽が流れないな

ど、トラブルが発生することもあ
りますが、互いにカバーし合い、
皆で協力する楽しさや達成感
を得ることができます。

　Brooklyn304は、千里山で唯一のアカペラサークル。
元 「々ハモネプ」が好きで、新歓で聴いたアカペラが格好良
く、友達を誘って入部しました。入部してからは、アカペラと
いう特技と、学部・大学間の交流で多くの友人ができました。
幹部としては、毎週会議を行い、年間活動計画等を立案して
います。部員数が約200人の大所帯のため、組織運営の力

が身に付いたと感じています。クラブ選びは
「自分に合うかどうか」が一番です。とにかく
数多くの新歓に行き、各クラブの雰囲気・
カラーを知りましょう。

　ダブルダッチは2本のロープを使い、色々な技を交えて跳ぶ縄
跳びの競技。5月にダブルダッチの体験に誘われて、その斬新さ
に衝撃を受け、メンバーや環境が「自分に合っている」と即決しま
した。これまでの諦め癖を大学で変えたいと思い、問題があって
も逃げずに取り組んでいます。おかげで今では、部員とは家族よ
り濃い時間を過ごしています。小学校訪問や大阪マラソンのボラ

ンティア等にも参加し、人見知りから人前に
出ることが好きな性格に変わりました。

サークルといえど、4年間
「打ち込める」かどうかが
大切だと思います。

　関西大学体育会には、カイザーズ(KAISERS)という共通のチーム
ネームがあります。体育会の練習はハードですので、学業やアルバイ
トとの両立を不安に感じる新入生がいるかもしれませんが、大学の教
職員の皆さんや先輩からのサポートで、多くの学生が充実した4年間
を過ごしています。大学名を背負って戦う
ため、その自覚と責任を持つ必要があり
ますが、関西大学への帰属意識や愛着も
一層高まります。一部、初心者でも入部可
能な体育会もありますので、熱い学生生
活を過ごしたい方は、経験の有無にかか
わらずブースを訪ねてみてください。

体育会本部長（体育会 剣道部）　文学部３年次生
大元 恒二さん

　関西大学には、体育会や文化会、学術研究会をはじめ、中学・高
校にはなかった分野のクラブ・サークルもあるので、新しいことに
チャレンジする機会があります。同じ分野のサークルでも、サーク
ルによってカラーや取り組み方は多種多様。「組織」に所属すると、
助け合える仲間ができるほか、友人以外の方とも付き合いがある
ので、その人間関係から学ぶことも多いです。大学は、高校に比べ

て自由な時間が格段に増えますが、どう
過ごすかは自分次第。学業とクラブ、ア
ルバイトの両立は大変ですが、その忙し
さは自分の成長につながります。自分
に合った団体を見つけ、ぜひ充実した学
生生活を過ごしてください。

オリエンテーション実行委員会委員長
（体育会 陸上競技部）　経済学部２年次生

村田 光さん

　関西大学には、たくさんのクラブ・サークルがあり、オリエンテーション期間には、
各団体がブースを出展して、勧誘をしています。興味のある団体があれば、ぜひ訪
ねてみてください。オリエンテーション実行委員会が発行している『サークルガイ
ド』も必見です。各団体の情報が掲載されています。
　楽しい課外活動ですが、勧誘や入部にまつわるトラブルも残念ながら発生してい
ます。万が一、トラブルに遭遇した場合は、その大小を問わず、各キャンパスの窓口ま
で相談してください。

　大学生の課外活動は、自主自治
性が重んじられ、活躍の場は社会に
広く開かれています。学業との両立
は大変ですが、課外活動を通じた
新たな出会いがたくさんあります。
積極的な参加を期待しています。

学生生活支援グループ　
課外活動担当

ワンポイント
アドバイス

1秒でも悩んだら実
際に活 動を見てみ
るの も い いと思 い
ます。

文化会 探検部　経済学部３年次生
才脇 輝さん

競技かるたサークル
システム理工学部３年次生
木村 光祐さん

放送研究会（KBC）
社会学部３年次生

富岡 美帆さん

関西大学アカペラサークル Brooklyn304
法学部３年次生

松井 和也さん

学術研究会
マス・コミュニ
ケーション学研究部
環境都市工学部
３年次生

喜多 望さん

ワンポイント
アドバイス

好きなこと・興味のあ
ることを選ぶのが一
番です。

ワンポイント
アドバイス

サークルは作ること
も可能です！ ぜひチャ
レンジしてください。

ワンポイント
アドバイス

4月新歓のタイミン
グでの入部がおすす
めです！

ワンポイント
アドバイス

入部を迷ったときは、
友人や家族に相談し
てみましょう。

ワンポイント
アドバイス

本当にしたいことが
一生懸命できるクラ
ブを選ぶのが大切
です。

ワンポイント
アドバイス

初めは興味がなくて
も、新たな発見があ
るかもしれないので
いろいろなサークル
を見てみてください。

ワンポイント
アドバイス

各サ ークル の 団 結
力や姿勢、パッショ
ンに注目してみてく
ださい！

関西大学ダブルダッチ会
mix package
経済学部３年次生

三宅 孝徳さん
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OPINION  OF  PROFESSOR

化学生命工学部　松村吉信教授
学生センター 副所長

次回のテーマは…「読む・書く・理解する」能力を身に付けよう（仮）
　毎日の授業や勉学だけではなく、学内での課外活動や学外のボランティア活動
など、大学生活が充実するさまざまな活動を本学では学生センターを中心にサポー
トしています。アルバイト活動も皆様のキャリアパスの一部となることでしょう。体調
管理に気を付けて、アルバイトしてみてください。一方で注意点もあります。最近、

事業主の労働基準法違反等により、突然の解雇やバイト代の未払い等のトラブル
に巻き込まれる事例が増えています。会社からの契約書等をしっかり確認してアル
バイトも選ぶように心掛け、社会のモラルやマナーを守って行動してください。労働
環境等で困った場合には全国の労働局や労働基準監督署等の総合労働相談コー
ナーも利用してください。
　本学では、「学生アルバイト情報ネットワーク」が提供する「関西大学アルバイト
紹介システム」をＷＥＢで公開しています。このサービスはさまざまな審査にパスし
たアルバイトのみを紹介しています。アルバイト選びの参考にご活用ください。

大学生に必要な読み・書き・理解する能力。学業だけでなく私生活や社会人になって
からも役立つこれらの能力を高める方法を紹介します。

　今号の「関大誌上教室」アンケート「先輩に学ぶ！ アルバイ
トの選び方」にご協力いただいた皆さん、ありがとうござい
ました。プレゼントの発表は、当選者のみ、インフォメーション
システム「個人伝言」で連絡します（３月２１日に通知予定）。
　「関大誌上教室」のアンケートは次号以降も行う予定で
すので、ご協力をよろしくお願いします。

４月号「関大誌上教室」アンケート
プレゼント当選者の発表について

営業の勉強をしたいと思ったから。
▶新聞営業　経済学部3年次生

将来国語科教員になりたいので、指導方法
を学びたかったから。自分の学力も維持し
ておきたいため。 
▶家庭教師 他　文学部4年次生

今まで培ってきた自分の得意分野を生かせ
ると同時に、生徒に勉強の楽しさを伝えた
かったから。コールセンターは社会に出ると
電話対応の機会が今以上に増えることを
予想して始めました。
▶塾講師、コールセンター
文学部4年次生

大学の中でアルバイトができるという点が
とても魅力的だから。時間を有効活用でき
るのが利点。
▶授業支援SA（学内アルバイト）
環境都市工学部1年次生

ただお金を稼ぐだけでなく、正しい言葉遣
いを学べたり、一生に一度の結婚式を成功
させなければならない責任感とやりがいを
感じられることにひかれたから。
▶結婚式場でのコンシェルジュ
経済学部4年次生

スポーツトレーナーに興味があったから。
▶フィットネスクラブ
経済学部4年次生

人前で話すことが好きで、この経験は将来
必ず役に立つと思ったから。
▶観光遊覧船のツアーガイドクルー
総合情報学部3年次生

野球中継を見て私も一度やってみたいと
思っていたことと、先輩に勧められたから。
▶球場でのビール販売　文学部4年次生

本がもともと好きで、大型書店で働くこと
で知識を増やし流行を知りたかったから。
▶書店での販売　経済学部3年次生

子供の頃から虫歯になりやすく、歯医者に
通院することが多かったため、歯を治療す
る側に立ったら知らなかった知識が得ら
れて役に立つことがあるのではと思った
から。
▶歯科医院のアシスタント
社会学部2年次生

なぜその
アルバイトを
選びましたか？

アルバイトで
困ったことは
ありますか？

自分に合ったアルバイトだけでなく、将来し
たいことに近いアルバイトを探すのも手な
のかなと思います。また、変わったアルバイト
も経験していると、話のネタになるだけでな
く、将来いつか役に立つことがあるのでは。
▶授業支援SA（学内アルバイト）
心理学研究科M2

コミュニケーションが苦手と思っている人
こそ、一度は飲食店のアルバイトを通して
接客業を経験すると良いと思います。失敗
しても大丈夫という強い気持ちで挑んでも
らいたいですね。人見知りを克服できる良
い機会なのでぜひ利用してほしいです。
▶飲食店　社会学部4年次生

何をするにも常に目標を持って仕事に取り
組むことが大切だと思います。その上で自
分の興味のあること、勤務の場所、便利さ、
働くことで得られるものなど吟味しながら
うまく探してほしいです。
▶カフェ　社会学部4年次生

学生なので、精神面や体力面で無理をして
学業に支障をきたすようなことのないアル
バイトに出合ってほしいです。しかし、アル
バイトとはいえ、お金をもらって働く場であ
ることを忘れずに、責任感を持って取り組
めるか、自分に合っているかも見極めてほ
しいです。
▶飲食店　社会安全学部3年次生

どんなことでもそうですが、最終的に判断
するのは自分自身です。働いている自分の
姿を思い浮かべて、「働きたい！」と思えるア
ルバイトをしてほしいです。
▶塾講師 他　政策創造学部4年次生

高時給でラクラク稼げる、と売り文句にし
ている会社は要注意。しっかり詳細を読み
込むべきです。アルバイトで嫌なことがあ
ればアルバイト先の人や友人、家族に相談
して、自分一人で背負い込むととてもしん
どいです。
▶塾講師 他　法学部3年次生

自分のやってみたい仕事にチャレンジした
ら良いと思います！ 例えば、私は食べること
が好きなので飲食店を選びました。音楽が
好きだからコンサートスタッフ、楽しいこと
が好きだからテーマパーククルーをしてい
る友達も多くいます。いろいろなアルバイト
ができる今だからこそ、やってみたい仕事
に挑戦してみてください。
▶飲食店　総合情報学部3年次生

アルバイトは、お金を得られることはもちろ
ん、自分の成長につながり、人との関わりも
増える、学生にとってメリットが沢山あるも
のです。勉強とうまく両立させながら楽し
んでください。
▶関西大学内の事務 他　法学部3年次生

面接の時に素直に言うこと。受かりたいば
かりに無理した条件で採用されると後々
困ります。１週間にシフトに入れそうな日
数など、正直に話して採
用してくれるところを
見つけたほうがいい
と思います。
▶飲食店 他
社会学部2年次生

大学で学んだことを生かせる場になりました。(心理学で学
んだ右側優位の法則を実践して、期限が近い方を右側に置
くと、本当にそちらから売れました)
▶コンビニエンスストア　社会学部3年次生

さまざまな年齢層の方と知り合えること。同年代の学生と関
わる機会は多くありますが、社会人や、パートで働く主婦の方
など、大学ではなかなか出会うことのない方々と知り合うこ
とができました。
▶ファストフード　外国語学部4年次生

相手の立場になって物事を考えるようになりました。次に何
を求めているか、プラスαで何ができるか、サービス業では
常に考えて行動するからだと思います。
▶飲食店、塾講師　文学部3年次生

社会経験ができること。具体的には、マナーや言葉遣いを学
ぶことができます。初めてのお客さんと接するのは緊張しま
すが慣れると楽しくなってきます。
▶飲食店　法学部1年次生

人から頼りにされる・感謝される喜びを知ることができまし
た。自分が担当した生徒が志望校に合格して「ありがとう」
と言われた時はうれしかったです。
▶塾講師　社会学部3年次生

接客の仕方や、正しい敬語の使い方、目上の人との接し方
などを学ぶことができました。また、自分で働いてお金を得
ることで、お金の大切さやありがたみ、親に対する感謝の気
持ちを感じることができました。
▶100円ショップ　理工学研究科M2

お金を得ることの大変さに気付いたことが一番貴重で良
かった経験だと思います。お金を得るために多少しんどくて
も働き、仕事場での人間関係の緊張感にも耐えました。だ
からこそ、働いたお金で買ったものは大事に使おうと思う
し、時間を無駄にしないようにと強く思うようにな
りました。
▶家電製品販売 他　商学部4年次生

レジのアルバイトを始めて約1年になるのです
が、おかげでお金の計算が速くなり、普段の買い
物や学校の授業でのちょっとした場面で役立っ
ています。
▶スーパーのレジスタッフ　文学部2年次生

社員と同じような責任が重い仕事を任されたこと。
▶居酒屋　文学部1年次生

シフト希望が通らないこと。授業との時間の兼ね合いなど。
▶web制作　文学部4年次生

授業で使用する補助教材（小テスト）の準備や、授業後の進
度記録やミーティングは時間を要するもので、かつその分
の給与は支払われないこと。
▶塾講師　文学部3年次生

朝や、平日の夜は人件費削減のためOPEN、CLOSE作業
が一人なこと。アルバイトに任せすぎだと感じます。
▶雑貨屋　文学部1年次生

クレーム客への対応が難しくて、どう接すればいいか分か
らなかったこと。
▶カフェ　化学生命工学部3年次生

年末年始やお盆など人手不足の時に週6、7の無理なシフト
を入れられて体調を崩したことがあります。
▶コンビニエンスストア　社会学部3年次生

交通費全額支給なのに1円も払われておらず、レジでミスし
た際に全額自己負担させられました。治安が少し悪いとこ
ろにあったのもあり、お客さんに絡まれたりしました。
▶コンビニエンスストア　経済学部2年次生

直接言われることではないが、店が混み合っている時はシ
フト時間外になっても帰りづらい。帰りづらいのでサービス
残業でお客さんのピークが落ち着くまで手伝いますが、タ
イムカードはシフト通り切るよう強要されます。
▶弁当屋　社会学部1年次生

連休がなかなか取れないこと。休みの日に急に出勤
要請が出たりします。映画館の運営、すなわち接
客は全てアルバイトが行っているので、絶対にシ
フトに穴を開けられないし、正社員並みの労働時
間と体力が必要。繁忙期でも昇給が一切ないの

でモチベーションを保つことに苦労しました。
　▶映画館スタッフ　社会学部4年次生

学業との両立ができるように、課題が多いと分かっている
時はシフトを減らして勉強します。夜遅くまで入ると時給
は上がるが（２２時以降）翌朝１限から授業がある日は、シ
フトに入ることをおススメしません。睡眠時間が短くなり翌
日の授業に遅刻したり、授業に集中できなくなったりする
恐れがあります。
▶コンビニエンスストア　社会学部2年次生

アルバイトの曜日を固定し、普段から生活リズムを崩さな
いこと。
▶カフェ　経済学部3年次生

自分の時間を効率的に使うことです。まず年間計画を考
えて、その年間計画によって、自分のアルバイト時間を決
めます。時間管理をする必要があると思います。
▶教師（語学）　東アジア文化研究科D１

職種および労働条件を見極めました。どの程度働く必要
があるのか、テスト前等にこちらの都合に合わせてくれる
のかについては事前に聞いておくべきです。
▶警備、イベントスタッフ　システム理工学部3年次生

教職を取っているため６限まで授業があったり平日のサー
クル活動も多いので、アルバイトは土日のみ。ホテル側も
土日が多忙なので私の生活に合ったシフトスケジュールを
組めています。時給も高く、１日４～５時間まとめて入るの
で効率が良いです。
▶ホテルの配膳サービス　社会学部3年次生

ポイントは無理に働き過ぎないこと。お金を稼ぐことは大
事ですが、勉強の時間を削ってまですることではないで
す。学生の本業は勉学ですから。
▶塾講師　政策創造学部1年次生

ポイントはテスト前に一気に勉強しようとするのではなく、
日々の授業を大切にして復習を欠かさないことです。
▶洋菓子の製造・販売　経済学部4年次生

シフトの自由度が高い、深夜の営業をしていな
い、大学生ばかりではなくフリーターや
社員が多いところを選ぶ。
▶食品の販売
政策創造学部4年次生

アルバイトを
通じて
得たことは
何ですか？

アルバイトを
探す方への
アドバイス。

学業と
アルバイトの
両立方法を
教えてください。「アルバイトをはじめたい！」と思っている新入生の皆さんへ。

「どうやってアルバイトを決めたの？」「学業と両立するためには？」など、さまざまな疑問に先輩がお答えします。

アルバイトの選び方
先輩から学ぶ！

【アンケート期間】２０１６年１２月８日～２０１７年１月３０日　【対象】関大生　【回答者】３１９人
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航空運輸業界／客室乗務員

「人を守り、命を救い、傷ついた人を支える」ために、正しく伝える

社会安全学部

「専門演習」
近藤誠司 准教授

芥田慶祐さん（３年次生）

なりたい自分になる努力を
惜しまなければ、結果はついてきます。

京都府 京都光華高等学校出身
２０１４年商学部卒業

日本航空株式会社
ゆう な

丸山 友海さん

　日本航空株式会社に入社して3年になる丸山友海さんは、客室乗
務員として国内線に乗務し、お客さまへの保安業務とサービス業務
に従事しています。大学時代は体育会アイススケート部に所属し、遠
征などで飛行機を利用する機会が多く、客室乗務員の仕事を間近で
見ていたことと、同じ商学部を卒業して客室乗務員になった姉の姿
を見て「さまざまなことに挑戦できる」ことを学んだのが、現在の仕
事に興味を持つきっかけでした。
　就職活動では「絶対に入る」という強い気持ちで企業研究をしまし
た。自己分析にも力を入れ「なぜその企業で働きたいのか」を徹底的
に自問自答したそうです。大学で本格的に始めたフィギュアスケート
では、クラブの副主将を務めました。部員の意見を聞き、人前で話す機
会が多かったため、「聞いて伝えるスキル」が身に付いたと言います。
そのため面接では自信を持って自分の考えを話すことができました。
　丸山さんは、現在国内線のファーストクラスを担当しています。質
の高い会話や作法、サービスが求められるので、日頃から幅広い知
識や教養を得るよう努めています。同時にお客さまの気持ちを察知
し、安全かつ快適なフライトになるよう尽力しています。お客さまか
ら感謝の言葉をもらったときにやりがいを感じるという丸山さん。乗
務員同士でも感謝の気持ちを言葉にすることの大切さを共有し、互
いにフォローし合っているそうです。
　学生時代に学んだことは学業とクラブ活動のバランス良い時間の
使い方。それが現在の業務だけでなく、オンとオフの切り替えにも役
立っています。休日は同期の仲間と食事などを楽しみ、大好きな宝塚歌
劇は地方公演を巡って観劇するほどだとか。
　2020年の東京オリンピック開催時には、飛行機は各国の人を受け入
れる窓口となるため、最高のおもてなしで日本の良さを伝えたいと意気
込む丸山さんは、国際線に乗務することを目指して猛勉強中です。
　最後に「なりたい自分になるための努力を惜しまなければ、結果は

ついてきます」と、力強く語ってくれました。

担当業務を振り返るノート、暗い機内や合図の際に使うライト、
身だしなみチェック用の鏡、JALフィロソフィ手帳とiPadが必需品。

　「災害情報論を学ぶ上で重要なのは、『いかに人を守るか、いかに命を救うか、いかに傷
ついた人を支えるか』を考えながら情報を伝えること」と近藤誠司准教授は言います。
　ゼミでは、まず情報の基礎理論、次に実践することを通して、各メディアの取り組みや
課題について学びます。現場の声を聞くために、テレビ局のアナウンサーや記者などの
ゲストスピーカーを招くこともあります。また、ゼミ生がラジオやケーブルテレビに出
演したり、防災番組や防災CMの制作をしたり、小学生と一緒に「防災ラジオドラマ」を
作る取り組みも行っています。現場で伝える難しさを実体験することで、どんな工夫を
すれば老若男女、さまざまな人に“伝わる“のか、徹底的に考え抜くのだとか。それは、情
報を扱う責任を学ぶことでもあります。実践と研究は必ずリンクしていて、アンケート
調査やヒアリング調査を行い、どのような効果を得られたか分析することにしているの
だそうです。
　一つのメディアや情報だけで、人の意識を大きく変えることはできません。どこまで
情報が届いているのか、SNSやテレビなどといった各メディアの特性と限界を見極め、
課題が見つかれば自分たちで改善策を提案していきます。
　「災害体験の風化現象や支援情報の格差の問題など、マスメディアが解消できてい
ない事態に対しても果敢に挑み、自分に何ができるかを主体的に考える力を身に付け
てほしい」と近藤准教授。頭の中に知識や情報を詰め込んでも、それだけでは力にはな
りません。心のスイッチを押すために、身近なメディアも駆使して、持続的に伝える取り
組みが重要だと力説します。
　最後に「ゼミで身に付けることができるコミュニケーションスキルを強みにして、『“伝
わる”までチャレンジすること』にこだわった仕事に就いてほしいですね」と学生たちの
将来に向けた思いを語りました。

ただ単に情報を“伝える”のではなく、
相手の心に情報を届けて、真に“伝わる”ための方法をとことん探索する。

防災ラジオドラマを聞き、シナリオを書きたいと思って近藤先
生のゼミを選びました。フィールドワークやゲストスピーカーの
講義など、さまざまな体験を通して、積極性が身に付きました。
チャレンジ精神旺盛な学生に来てほしいです。

人に情報を伝える仕事を目指しているので、報道出身の近藤先生
のゼミに興味を持ちました。現地に足を運び自分の目で見ることで、
机上では学べない、メディアの苦労と工夫を知ることができます。将
来は、身近な人々を情報の面で支援できる人間になりたいです。

社会が抱える課題を指摘するだ
けなら誰にでもできます。それら
を改善するために、熱意をもっ
て研究・調査し、実践してみた
いと考える学生と一緒にチャレ
ンジしていきたいですね。新しい
学びの機会がたくさんありま
す。多様なメディアで多様な情
報を扱うことの面白さを共に体
感、体得していきましょう。

奥井柚子さん（３年次生） 社会安全学部
近藤誠司 准教授ある1日の

スケジュール
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奥井柚子さん（３年次生） 社会安全学部
近藤誠司 准教授ある1日の

スケジュール
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YuikaTakahashi

髙橋 結香さん

社 会 学 部３年 次 生

「やりたいことは全部やる」の精神を忘れずに。

大会当日の舞台裏の様子

なるほど・ザ・関大！

全国でも珍しい、
本格的
学生トレーナー部

統一学園祭のステージにて

さん

今月の

関大生
の友の

輪

次回は、髙橋さんからのご紹
介で鈴木遥奈さん（社２）が

登場。お楽しみに！

　関西大学の体育会には４５のクラブ
がありますが、その中には他大学ではあ
まり見られない本格的な学生トレーナー
の活動があります。正式には「アスレ
ティックトレーニングルーム学生トレー
ナー部」といい、２００３年に創設されま
した。中央体育館の東側の凱風館２階

の広いトレーニングルームが主な活動の場です。部員は木下晃代表
（法学部３年次生）ら２０人で、全員女性ですが年度によっては男性部
員もいます。
　彼女らを指導するのはＮＡＴＡ（全米アスレティック・トレーナーズ協
会）公認トレーナー資格を持つ春木佳さんと日比めぐみさんです。学
生トレーナーの仕事は一言で言えば「体育会に所属する選手らに対
して、トレーナーとしての知識と技術を生かし、選手の競技力の向上
に貢献すること」ですが、実際にはかなり幅広い活動で、２０１５年には
学生１７，５１４人がこのトレーニングルームを利用しています。けがをし
た後のリハビリはもちろんですが、厳しい練習の後のケアのために、
交代浴をしたり、春木さんらプロトレーナーから運動療法や物理療法
での治療を受けることも出来ます。
　交代浴とは、お湯と冷水に交互につかって血流を盛んにして疲労
を回復する方法で、直径約１メートル、高さ約１．２メートルの巨大なバ
ケツを使います。
　学生代表の木下さんによると、コミュニケーション力が大切で、選手
をどう理解しているかでケアも違ってきます。

　「BIG CATのような大きな舞台で踊りたい。UNIDOLに出場しよう」。その一心で、社会学部３年次生
の髙橋結香さんは、アイドルのコピーダンスサークルを創設し、リーダーを務めました。サークル名は
「Kitty eye」。KandaiのKから始まるかわいい単語「Kitty」に、響きの良い「eye」を合わせました。
　UNIDOLは、大学対抗の女子大生アイドル日本一決定戦で、「女子大生が、一夜限りのアイドルとし
てステージに立つ」をコンセプトに開催されるコピーダンスイベントです。
　当初、出場する勇気がなかった髙橋さんですが、２年次の春、心斎橋のライブハウスBIG CATで予
選が開かれるのを知り、覚悟を決めて、ユニット未定のままエントリーしました。小学校２年生から
７年間、ジャズダンスを続けた経験も後押ししました。何とか集まった２人と出場しますが、結果
は下位止まり。しかし、大舞台で踊ることが目標だったので、順位は気にならなかったとか。SNS
を使ってファンを増やすこともサークルの大切な活動の一つで、SNSを見てサークルの存在が
知れ渡ったことから入部者が増えました。
　その年の冬の大会では５人に増え、ダンス上級者の指導のおかげで５位に大躍進。手応えを
感じ、上位入賞を目指してメンバーを増員したところ、さまざまな学年の学生が集まったこと
で、サークル内に学年ごとの溝ができてしまいます。チームは一つになれず昨年夏の大会は
出場を見送りました。解決策として髙橋さんは、他のメンバーと相談して各人に「衣装を考
える人」や「新メンバーとの橋渡しをする人」などの役割を与えたところ、溝が無くなり組
織の結束が生まれたと言います。これまでリーダーという責任あるポジションを避けて
きた髙橋さんでしたが、リーダーの自覚を持ってチームをけん引し続けた結果、メン
バーが最後までついてきてくれるようになり、組織をまとめる自信がついたそうです。
また、さまざまな人の個性を認められるようになったのも成長だとのことです。
　「お金を払って見に来てくれた人を後悔させない」。その思いを胸に、昨年冬の予選
に９人で出場。６位でしたが、力を出しきることができ、これまでで一番楽しく踊れたそ
うです。そして大会終了後、サークルを引退しました。
　髙橋さんのモットーは「やりたいことは全部やる」。失敗しても何とかなるので、何も
せずに後悔するより、やって後悔するほうがいい。卒業してからも、その精神は忘れずに
いたいと話します。
　最後に「アイドルにもダンスにも詳しくないまま入部した人も多いですが、みんなス
テージに立てて楽しかったと言っています。ステージは誰もが輝けるチャンス。学生時代
は短いので、後悔しないようにやってこれて良かったです」と笑顔で語ってくれました。

くん

　春木さんと日比さんはすでに相当の
キャリアを積んでいます。春木さんは大
阪教育大学卒業後、ＮＡＴＡの資格を
取るためカリフォルニア州立大学で３年
余り学んで帰国し、働きながら神戸大学
医学部で理学療法などを学びました。
関大に来る直前は株式会社神戸製鋼

所のラグビー部やパナソニック株式会社のアメリカンフットボール部
のトレーナーを務めていました。
　日比さんはプロ野球やメジャーリーグを目指す四国アイランドリー
グｐｌｕｓのチーム「高知ファイティングドッグス」の球団職員を務めまし
た。この２人から学生トレーナーが何を学び、それを選手にどう生かす
か。先が楽しみです。

春木さん
らの
キャリア

春木トレーナー（上から2段目左端）と日比トレーナー（同右端）と学生トレーナーたち

日比トレーナー（右）から学ぶ木下さん（左） 巨大な交代浴槽

全米資格を
もつ２人と
学生たち

人体の構造を学ぶのに欠かせない人
骨標本は「ニコラス」と名付けられま
した
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第3学舎

千里山キャンパス

）

学　　　　部

研 究 科

専門職大学院

法・文・経済・商・社会・政策創造・
外国語・システム理工・環都都市工・
化学生命工
法学・文学・経済学・商学・社会学・
理工学・外国語教育学・心理学・
東アジア文化・ガバナンス
法科・会計・臨床心理

（

千里山中央グラウンド

総合学生会館
メディアパーク 凜風館 

第4学舎

関西大学博物館（簡文館）

尚文館

以文館

正門

新凱風館

第1学舎

第2学舎

凜風館1Fには
「コラボレーション
コモンズ」も
あります！

グループ
学習のための

図書館ラーニング・
コモンズが
あります！

「どこに相談に
行けばいいのか
わからない」
場合はこちらへ！

●学生生活、課外活動、
奨学金などについて
の各種相談

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、各種証明書の発行

●各ゼミ専用の演習室が５７室と恵まれ
た研究環境です。

総合情報学部オフィス（A棟1F）

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、各種証明書の発行
●学生生活、課外活動、奨学金などにつ

いての各種相談

堺キャンパス事務室（A棟1F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支援行事開催の案内

キャリアセンター
堺キャンパス分室（A棟2F）

情報演習棟（K棟）

高槻ミューズキャンパス
社会安全学部
社会安全研究科

西館

ミューズ保健
センター

（西館9F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支援行事開

催の案内
エクステンション・リードセンター
開講講座の受付も行っています。
※総合情報学部生・大学院総合情報学
研究科生に限る。

「社会安全」を
テーマにした
展示物を観覧
できる「安全
ミュージアム」も
あるよ！

●履修相談
●定期試験に関する問い合わせ
●教職課程履修や海外留学の相談
●学生証の再発行、各種証明書の発行
●学生生活、課外活動、奨学金など

についての各種相談

ミューズオフィス（西館2F）

●各種資格取得に向けた
講座の開講

●公務員講座の開講
●就職関連講座の開講

体験学習エリア
A棟 B棟

堺キャンパス保健室
（A棟1F）

堺キャンパス
人間健康学部
人間健康研究科

梅田キャンパス

エクステンション・リードセンター
開講講座の受付も行っています。
※人間健康学部生・大学院人間健康研究科生に限る。

「体験学習
エリア」は

グループ活動を
学ぶ堺キャンパス
ならではの教育・
研究施設です！

２階「スタート
アップカフェ」では
起業相談や

各種イベントを実施。
５階キャリアセンター梅田
オフィスは都心部での
就職活動拠点として
学生を支援。

専門職大学院
事務グループ
（尚文館3F）

●履修相談
●試験・成績に関する相談
●住所などの変更手続き学

生証の再発行

キャリアセンター
（新関西大学会館北棟3F）
キャリアセンター理工系
事務室（第4学舎1号館2F）

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支援行事開催の案内

就職・
進路のこと
ならこちらに
お任せ！

総合図書館
●21３万冊を超える図書や

雑誌の閲覧、貸出、複写
●各種データベースや電子

ジャーナルの利用
●閲覧室の利用、他キャンパ

ス図書館の資料取り寄せ

ITセンター（円神館）
●パソコンでのウェブサイト閲覧、電

子メール利用、レポート作成、印刷
などがオープン利用可

「kuwifi」という名前の電波が確認できる
ところで利用できます。全てのキャンパス
で利用できます。詳しくはITセンターの
ウェブサイトを参照してください。

学生センター
（凜風館1F・新凱風館1F）

●学生生活、課外活動、
奨学金などについて
の各種相談

●ボランティア活動 ピ
ア・サポート活動に
ついての各種相談

『関西大学
通信』は広報課で
編集して
います！
広報課

（関西大学会館1F）

エクステンション・
リードセンター
（第3学舎3号館2F）

●各種資格取得に向けた講座の開講
●国家試験受験対策講座の開講
●就職関連講座の開講
※TOEFLⓇ・TOEICⓇテスト対策コースや公
務員試験など幅広く講座を開講していま
す！

阪急電鉄
「関大前」駅

国際部
（第２学舎1号館2F）

●留学・国際協力・国際交流に
関する相談、資料の閲覧

●各種海外留学派遣プログラ
ム、ガイダンスなどの開催

●外国語を学び、留学生と交
流する多彩なプログラムを
実施（Mi-Room）

●外国人留学生の生活面に関
する相談

国際交流
イベントに参加
して、海外からの
留学生と友人
になろう！

学生相談・支援センター
（新関西大学会館北棟１F）

●総合相談
●障がいのある学生に対す

る修学支援

保健管理センター（新関西大学会館北棟４F）
●定期健康診断（法令により受診が義務付けられて
います。必ず受診してください）
●診療・健康相談
●健康診断証明書の発行（当該年度の定期健康診断
の受診が原則）

※病気、けがをしたときは、健康保険証を持参してください。ただ
し、急な病気やけがの場合は、保険証は後日持参で受診可能。

千里山中央体育館

教務センター（第2学舎1号館1F）

教務支援センター（第2学舎1号館1F）

●履修相談
●試験・成績に関する相談
●住所などの変更手続き  

学生証の再発行
●学割証の発行

●教職課程履修、各種資格取得に関す
る相談

●各種証明書の発行

※大学での履修登録は高校までの履修方法とは
大きく異なります。履修ガイダンスなどに参加
し、分からないことがあれば教務センターに問い
合わせてみましょう。
　（法科大学院、臨床心理専門職大学院は尚文館
専門職大学院事務グループへ）

修学上の
手続きや相談は
こちらへ！

●就職・進路に関する相談
●就職情報資料の閲覧
●進路選択・就職活動支

援行事開催の案内

新入生を対象にオリエンテーション期
間を設け、ガイダンスやサポート、講演
会など、各学部において歓迎行事を準
備。積極的に参加しましょう！

人間健康学部
赤星憲広客員教授による講演会

【日時】4月５日（水）１３：00～１４：００
【場所】堺キャンパスB棟ＳB３０１教室
【講師】関西大学客員教授 赤星憲広氏

総合情報学部
サークル紹介（新入生歓迎ステージ、ガイダンスブース）

【日時】4月４日（火）1０：00～1７：00
【場所】高槻キャンパス中央広場モニュメント周辺、
　　　B棟E棟S棟

社会安全学部
～なぜ、大学で勉強しなければならないのか～

【日時】4月３日（月）15：00～16：３0
【場所】高槻ミューズキャンパス西館５Ｆミューズホール
【講師】関西大学社会安全研究センター長 
　　　河田惠昭名誉教授

法学部
「『障害』のある人の権利と差別について考える」
【日時】4月５日（水）１３：30～１５：００
【場所】千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール
【講師】つぐみ法律事務所 弁護士 東奈央氏

文学部
学部案内・文学部ガイダンス

【日時】4月３日（月）1４：０0～
【場所】千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール

経済学部
「聴導犬を通じて見えた“日本”とは」
【日時】4月３日（月）15：00～16：３0
【場所】千里山キャンパス第2学舎4号館BIGホール100
【講師】特定非営利活動法人MAMIE
　　　代表者 安藤美紀氏

商学部
「“まなぶ”と“はたらく”の接続
～大学生活の工夫でキャリアと人生が変わる～」

【日時】4月４日（火）1４：４５～
【場所】千里山キャンパス第2学舎4号館BIGホール100
【講師】（株）インテリジェンス コーポレート本部人事統括部ゼネラルマネジャー
　　　（株）ベネッセi‒キャリア特任研究員 佐藤裕氏

国際部
海外学びフェアSpring（留学ガイダンス） 

【日時】4月５日（水）16：00～1７：３０
【場所】千里山キャンパス第1学舎1号館千里ホール
【内容】各種留学プログラムの説明後、
　　　個別相談を行います。

ようこそ関大プロジェクト
【日時】4月２日（日）時間未定
【場所】千里山キャンパス100周年記念会館
【内容】留学生と一般学生の国際交流の場

社会学部
社会学部での学び

【日時】4月５日（水）１３：30～１５：３０
【場所】千里山キャンパス第2学舎4号館BIGホール100

政策創造学部
政策創造学部の特色ある学び

【日時】４月３日（月）１３：０0～
【場所】千里山キャンパス第１学舎５号館Ｅ４０１教室

ガバナンス研究科～学びへのいざない～
【日時】４月４日（火）１０：３0～１１：３0
【場所】千里山キャンパス第１学舎５号館Ｅ４０１教室

外国語学部
スタディ・アブロード説明会：留学へ向けて

【日時】4月４日（火）９：０0～10：30
【場所】千里山キャンパス第1学舎5号館E501教室

新入生交流会
【日時】4月５日（水）11：00～13：３0
【場所】千里山キャンパス第1学舎5号館E５01教室

新入生
歓迎特別行事を

開催

新入生
歓迎特別行事を

開催

関西大学 たかつき
アイスアリーナ

セミナーハウス高岳館

A棟 管理・研究棟

高槻キャンパス保健室
（K棟北1F）

高槻キャンパス
総合情報学部
総合情報学研究科 高槻キャンパス

オフィス（A棟1F）

キャリアセンター
高槻キャンパス分室（K棟1F）

エクステンション・
リードセンター
高槻ミューズ

キャンパス分室（西館3F）

キャリアセンター
高槻ミューズ

キャンパス分室（西館3F）
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2017年度
フジ ナカ　ユウ  ジ

藤中 裕二 准教授
【専門分野】メカニズムデザイン、社会的選択理論

■趣味・特技など
スポーツ観戦
■学生に向けたメッセージ
4年間は短いので、しっかり勉強してください。

コ　ジマ　ケン  タ

小嶋 健太 助教
【専門分野】人事の経済学、組織の経済学

■趣味・特技など
音楽、歌舞伎、落語
■学生に向けたメッセージ
偶然でも必然でも、出会いを大切にしたいですね。

キシ　ケイイチ

岸 慶一 助教
【専門分野】経済成長論

■趣味・特技など
写真
■学生に向けたメッセージ
学生生活を存分に謳歌してください。

ミゾ バタ　ヒロカズ

溝端 泰和 助教
【専門分野】企業金融論、景気循環論

■趣味・特技など
ボウリング
■学生に向けたメッセージ
何事にも興味を持ち、疑問に思う気持ちを大切に
してください。

ハナブサ クニヒロ

英 邦広 准教授
【専門分野】金融政策論

■趣味・特技など
散策
■学生に向けたメッセージ
自分なりに考え、有意義な大学生活を過ごしま
しょう。

マツヤマ　ヒデ アキ

松山 秀明 助教
【専門分野】テレビ文化論、映像文化論

■趣味・特技など
旅行、ランニング
■学生に向けたメッセージ
「今」しかできないことを楽しみましょう。

カワ ハラ　キヨ  シ

河原 清志 教授
【専門分野】翻訳研究、記号論、言語学、メディア英語論

■趣味・特技など
落語、海外旅行、瞑想
■学生に向けたメッセージ
翻訳を通して一緒に知の旅に出掛けましょう。

タカ ナシ　　シ　ノ

高梨 信乃 教授
【専門分野】日本語学（現代日本語文法）、日本語教育学

■趣味・特技など
音楽鑑賞、声楽
■学生に向けたメッセージ
仕事、趣味、友達…何でも構いません、生涯大切に
できる何かを見つけてください。

マス モト　トモ　コ

桝本 智子 教授
【専門分野】異文化間コミュニケーション、非言語コミュニケーション

■趣味・特技など
ハイキング、水泳
■学生に向けたメッセージ
新しい出会いから共に学び、成長していきましょう。

リ　　カ リョウ

李 佳樑 准教授
【専門分野】現代中国語文法論

■趣味・特技など
無国籍料理
■学生に向けたメッセージ
最後は「日頃の準備」がものをいいます。

タケナカ　ヨウ イチ

竹中 要一 教授
【専門分野】生物情報学、法情報科学、データサイエンス

■趣味・特技など
研究と一人旅
■学生に向けたメッセージ
他者にとらわれない自分だけの楽しみを見つけて
ください。

イノウエ　シン　ジ

井上 真二 准教授
【専門分野】ソフトウェア信頼性工学、品質管理工学

■趣味・特技など
うどん打ち、楽器演奏
■学生に向けたメッセージ
関西地区で初めて暮らします。よろしくお願いし
ます。

イチ  イ　  コウ  ジ

一井 康二 教授
【専門分野】耐震工学、地震工学、地盤工学

■趣味・特技など
映画・演劇鑑賞、読書
■学生に向けたメッセージ
想像力を持つこと。それが成長の要です。

オクムラ　　ヨ　シ  ヒロ

奥村 与志弘 准教授
【専門分野】津波工学、防災工学、巨大災害

■趣味・特技など
面白いところ探し、面白いこと探し
■学生に向けたメッセージ
関西から面白いことをいろいろやっていきましょう！

ハヤシ  ミチ  コ

林 倫子 助教
【専門分野】景観、土木史

■趣味・特技など
合唱、街歩き
■学生に向けたメッセージ
人やモノ、出来事との出会いを大切にしましょう。

マツオカ　ミツ アキ

松岡 光昭 助教
【専門分野】無機材料工学、粉体工学、資源循環工学

■趣味・特技など
読書、旅行、ハイキング
■学生に向けたメッセージ
友人を大切にして、よく学び、楽しんでください。

カク　コウ ケン

郭 昊軒 助教
【専門分野】光化学、高分子化学

■趣味・特技など
サッカー観戦、旅行、映画鑑賞
■学生に向けたメッセージ
若いうちに海外に行くべきです。

ナカ ムラ  サトシ

中村 哲 教授
【専門分野】民事訴訟実務、医療訴訟

■趣味・特技など
読書、ハイキング
■学生に向けたメッセージ
共に学び、前に進もう。

モト ウジ　シゲ  ホ

元氏 成保 教授
【専門分野】租税法、行政法

■趣味・特技など
スポーツ観戦
■学生に向けたメッセージ
有意義な学生生活を送ってください。

ハラ   ヒロ アキ

原 弘明 准教授
【専門分野】商法、会社法、保険法

■趣味・特技など
キックボクシング
■学生に向けたメッセージ
勉強も学生生活も、バランス良く楽しんでください。

ムラ  タ　 ダイジュ

村田 大樹 准教授
【専門分野】民法

■趣味・特技など
読書、映画鑑賞
■学生に向けたメッセージ
一生懸命頑張りますので、よろしくお願いします。

ワカ ツキ　  ツヨシ

若月 剛史 准教授
【専門分野】日本政治史、日本近現代史

■趣味・特技など
旅行、散歩、古本屋巡り
■学生に向けたメッセージ
大学にあるチャンスを見逃さないでください。

ムラ　タ　 ミギ  フ　 ミ

村田 右富実 教授
【専門分野】『万葉集』を中心とした日本上代文学

■趣味・特技など
古墳、将棋、ブリティッシュロック
■学生に向けたメッセージ
千三百年前の恋歌を一緒に読んでみませんか。

イケ ジリ　ヨウ　コ

池尻 陽子 准教授
【専門分野】東洋史、清・モンゴル・チベット関係史

■趣味・特技など
お寺巡り、編み物
■学生に向けたメッセージ
たくさん見て、聞いて、考えて、視野を広げましょう。

イノウエ　   チカラ

井上 主税 准教授
【専門分野】文化遺産学、博物館学、日本・朝鮮考古学

■趣味・特技など
温泉巡り、野球観戦
■学生に向けたメッセージ
時間を大切に、充実した学生生活を送りましょう。

２０１７年４月から、関西大学の専任教育職員となっ
た２５人のプロフィール紹介と皆さんへのメッセー
ジを掲載します。

文
学
部
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済
学
部

社
会
学
部

化
学
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工
学
部

法
学
部

外
国
語
学
部

社
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学
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市
工
学
部
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学
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法
科
大
学
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法
務
研
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科
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専門職大学院トピックス

併設校トピックス

会計専門職大学院

関西大学北陽高等学校

「学問の自由」 未来につながる３５,０００時間にスタートダッシュをしっかりと

新入生の皆さんへ 新入生の皆さん「遠く」と「近く」：２つの視点

商学部新入生の皆さんへ

さまざまな領域に関心を

人生の中の大きな転換期

ご入学おめでとうございます。

高度職業会計人への道

健康を通じて健幸を追求する

文学部へようこそ

ご入学おめでとうございます。大学への入学
は人生の中でも大きな転換期です。自分の将
来を見つめ、自分自身を律していかなければ
なりません。努力次第で、いくらでも未来を変
えることができます。夢をかなえるための努力
を惜しまず、時間を大切にしてください。時間
は確実に過ぎていき、二度と戻ってくることは
ありません。退屈に思える今であったとしても、
それは人生において一度きりしかない、かけ
がえのない今なのです。二度とやってこない
今のこの一瞬を大切にしてください。自分の希
望する方向があるのに、何か理由をつけて自
分の可能性を低く見積もることのないようにし
てください。今後の人生は前進あるのみです。

（教頭　内田正人）

ご入学おめでとうございます。会計専門職大
学院では、皆さんが公認会計士等の高度職業
会計人となるためのさまざまな仕組みを用意し
ています。導入科目群・基本科目群に属する
科目は、会計専門職のための導入教育として、
また、発展科目群・応用科目群に属する科目は、
会計専門職としての実務適応教育として用意し
ています。皆さんは、これらの科目を学ぶこと
によって、会計専門職に求められる知識を体系
的かつ効率的に習得すること
ができます。基礎からしっかり
と学び、ぜひ素晴らしい高度
職業会計人となってくれること
を期待しています。

（入試主任　中村繁隆准教授）

大学生となった皆さんには、今、ほぼ自由な
35,０００時間が与えられました。この時間をど
う使うかによって、４年後、さらにその先の自
分の人生が大きく変わります。一見長そうで、
実はあっという間に終わってしまうこの時間を
刹那的に空費するのではなく、自分の未来に
つながる充実した濃密な時間となるように過
ごしてください。社会学部は、そのために利
用できる設備、施設、プログラム、人的ネッ
トワークなどのさまざまな資源を準備し、皆さ
んの３５,０００時間をサポートします。

（副学部長　森田雅也教授）

関西大学商学部に入学されたことを心よりお祝
い申し上げます。新生活において戸惑いや不
安もあることでしょうが、新たな出会い（友人・
教授など）やさまざまな経験を通して、人生で
とても貴重な時間を過ごすことができることを
願っています。商学部は、創設以来、実学教
育を学部教育の根幹と考え、国際化・情報化
の波に対応でき、かつ財務・会計を理解でき
るビジネスパーソンの育成に力を注いでいま
す。商学部に入学した機会を最大限に活用して、
充実したといえる学生生活を送ってください。

（学部長　乙政正太教授）

社会学部／社会学研究科

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。
社会安全学部は、この4月で開設から8年目を
迎えました。社会の安全・安心について学ぶ、日
本で初めての学部です。災害・事故に対する備
え、発災時に被害を最小限にする手立て、社会
全体を災害に強いものに変えていく方策など
を理論と政策の両面から学びます。論語に「学
びて思わざれば則ち罔し」という一句がありま
す。これは大学生の勉学のあるべき形を的確に
言い当てています。社会安全学部での4年間が
充実したものになることを願っています。

（学部長　安部誠治教授）

社会安全学部／社会安全研究科

商学部／商学研究科経済学部／経済学研究科文学部／法学部／法学研究科

人間健康学部／人間健康研究科外国語学部／外国語教育学研究科政策創造学部／ガバナンス研究科

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。期待を胸にご入学されたことと思います。
総合情報学部は、情報学を中心とし、さまざ
まな学問領域をそれぞれの関心に応じて学ぶ
ことができる学部です。複雑化した社会の中
で問題を解決していくには多くの知識が必要と
なります。例えば、法律や経済の知識と同時に、
科学技術に関する知識が求められることもある
でしょう。どうか、新入生の皆さん、自己の関
心をさまざまな方向に開放し、それぞれの夢
に向かって、知識を深めていってください。

（学部長　桑原尚史教授）

「健幸」という言葉を目にしたことがありますか。
「けんこう」を漢字にすると、まずは、「健康」を思
い浮かべるでしょう。英語では“health”です。

“health”は心や体の健康を中心にした概念で
す。全ての辞書に載っているわけではありませ
んが、実は「健幸」という熟語もあるのです。こ
れを英語で表現すると“well-being”となりま
す。これには、「幸せ」という意味があります。人
間健康学部は「健康」を通じて「健幸」を追求す
ることを目的としています。心も身体も動かし
ながら、皆で学びを深めていきましょう。

（学部長　山縣文治教授）

ご入学おめでとうございます。これから皆さん
と一緒に学んでいくことを、教職員一同、とて
も楽しみにしています。皆さんは、大きな夢や
目標を持って入学されたと思います。その夢
や目標を大切にして、実現に向けて全力を尽く
してください。しかし「遠く」にある夢や目標
の達成のためには、「近く」にある日々の課題
や作業を誠実に、そして確実にこなしていかね
ばなりません。どうか「遠く」（マクロ）と「近
く」（マイクロ）の２つの視点を失わないよう
心にとどめて、学生生活を過ごしてください。

（学部長　竹内理教授）

ご入学おめでとうございます。この学部では、政
治・法律、経済・経営、国際関係、地域行政などを
幅広く横断的に学ぶことができます。ミックス
ジュースのようないろいろな味を楽しむことが
できます。各領域の基礎を習得した上で、自分
が好きで関心の向く領域を選んで深く掘り下げ
てください。こうした学習で、多面的な思考回路
を持つ自分をデザインできます。変幻自在の知
識や技能は、現代社会における変革の荒波を乗
り切る大きな武器になります。皆さんの主体的
な学びを、教職員揃って応援していきます。

（副学部長　石田成則教授）

今、IoT(Internet of Things)、AI(Artificial 
intelligence)の言葉を聞かない日はありません。
そのような先端技術が社会にくまなく入り込み、
それを支える社会のシステムを大きく変わりま
す。その変革は、私たちの生き方にまで影響を与
えていきます。システム理工学部では高度で安全
な「しくみ」について考え、つくることを学びます。
科学的な真理を探究し、利活用する姿勢を身に付
けることは極めて重要です。自ら希望した学問領
域を探究することで、自分を高め、社会に貢献で
きる「しくみ」づくりに積極的に挑戦してください。

（システム理工学部学部長　田實佳郎教授）

環境都市工学部の３学科は、人間生活と環境が調
和した「まちづくり」の創造・再生を担う研究者や技
術者の育成を目指しています。私たちの国土や資
源は限られており、災害や資源枯渇などの環境変化
に対応できる都市機能の構築や生活環境の維持
が重要な課題となっています。新入生の皆さんは、
これから入学される建築学科、都市システム工学
科、エネルギー・環境工学科において、幅広い教養と
専門的な知識を身に付け、都市や環境に関するさ
まざまな問題に対して、自ら創造的に考え、さらに行
動できる社会人に成長されることを願っています。

（環境都市工学部学部長　山本秀樹教授）

化学生命工学部の化学・物質工学科と生命・生物
工学科の2学科では、硬いもの（金属・セラミック
ス）から軟らかいもの（生体）まで、持続可能な社会
に貢献する「ものづくり」を原子・分子レベルで「研
究・開発」を推進できる人材の育成を目指してい
ます。入学された皆さんは理工系科目の基礎か
ら応用を学ぶとともに、理工系以外のいろいろな
分野について積極的に学んでいただき、幅広い
教養も身に付けたグローバル社会を担う技術者・
研究者になってほしいと考えています。皆さんの

「みずみずしい感性と若い力」に期待しています。
（化学生命工学部学部長　池田勝彦教授）

入学おめでとうございます。経済学部では、世界
状況や経済の目まぐるしい変化を理解できるよ
う、初年度からさまざまなものを皆さんに提供し
ます。大学での学びにとって、初年度は一番重要
な時期であり、今の頑張りがその後の学習を豊か
なものとし、ひいては４年後の結果につながると
いっても過言ではありません。受験勉強を終えた
ばかりの皆さんは、多くの新しいものを吸収する
準備ができています。この機を逃さず、良いス
タートを切ってください。そして、ペースがつかめ
たら、自分の将来についても考え始めてください。

（学部長　谷田則幸教授）

新入生の皆さん、入学おめでとう。「生徒」か
ら「学生」と呼ばれるようになった皆さんは、
これからの文学部の学びに対して、期待と不
安を抱いているでしょう。文学部では、そんな
皆さんがこれから人文学の豊かで多様な分野
に入っていくために、「学びの扉」「知へのパ
スポート」「知のナヴィゲーター」という充実
した初年次科目を用意しています。どうかこれ
らにしっかりと取り組んで、これからの４年間の
充実した学びをスタートさせてください。

（学部長　藤田髙夫教授）

高校生と大学生の大きな違いは、大学生は「教育を
受ける権利（日本国憲法26条）」の主体であるととも
に、「学問の自由（同23条）」の主体でもあるという点
にあります。大学は、専門学校とは違い、出来合いの
知識を分かりやすく伝達し、授けるための場ではな
く、研究者＝教員と学生が一緒になって新たな知を
生み出し、育むための場で、そのための「自由」が「学
問の自由」です。「自由」ですから、その使い方は皆さ
ん一人ひとりに原則委ねられています。「自由」をどう
使うか、それが、４年後の皆さんの将来を作ります。
何から始めようか？　私だったら、本を、できれば「古
典」と呼ばれる本をがむしゃらに読もうと思います。

（学部長　小泉良幸教授）

総合情報学部／総合情報学研究科

文学研究科
東アジア文化研究科

各学部・研究科のさまざまな活動や取り組みなど、
トピックスや皆さんへのメッセージをお届けします。学部・研究科トピックス

システム理工学部・環境都市工学部・化学生命工学部／理工学研究科

月

７月

６月

５月

９月

８月

2017年度春学期 学年暦 

※詳細はインフォメーションシステム等で確認してください。

試験期間や休業期間などスケジュールを把握し、計画的に学生生活を送ってください。

４月

学部 大学院 専門職大学院 留学生別科
●学年始 春学期開始（1日）  ●入学式（1日）
●新入生指導行事（1日～５日）
●春学期授業開始（6日）

●大学昇格記念日（5日） ●大学昇格記念日（5日）※休業日
●日本語科目試験成績発表（７日）

●日本語科目試験（３１日～６月１日）

●学年始 春学期開始（1日）  ●入学式（３日）
●新入生指導行事（３日～５日）
●春学期授業開始（6日）

●学年始 春学期開始（1日）  ●入学式（３日）
●オリエンテーション（３日～５日）
●春学期授業開始（6日）

●春学期授業終了（法務１９日、臨床心理2７日、会計３１日）
●春学期試験（法務2０日～３１日、臨床心理2８日～３１日）

●春学期授業終了（２７日）
●春学期定期試験（2８日～３１日）

●春学期授業終了（2２日）
●春学期試験（2８日）

●春学期授業終了（２２日）
●春学期試験（２４日～３１日）

●夏季休業（1日～９月２０日） ●夏季休業（1日～９月２０日）  ●春学期成績発表（７日）
●日本語集中演習（2１日～９月１日）

●夏季休業（２日～９月２０日）

●春学期成績発表
●学位記（９月期専門職学位）授与式（１９日）
●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日）
●秋学期授業開始（２１日）

●春学期成績発表  ●学位記（修士・博士）授与式（１９日）
●秋学期入学式（文学研究科・理工学研究科・
　外国語教育学研究科・東アジア文化研究科）（１９日）
●新入生指導行事（文学研究科・理工学研究科・
　外国語教育学研究科・東アジア文化研究科）（１９日）
●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日） ●秋学期授業開始（２１日）

●春学期成績発表  ●春学期卒業式（１９日）
●秋学期入学式（総合情報学部）（１９日）
●新入生指導行事（総合情報学部）（１９日）
●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日） ●秋学期授業開始（２１日）

●日本語集中演習成績発表（６日）
●春学期修了式（８日）  ●春学期終了（２０日）
●秋学期開始（２１日）
●オリエンテーション（２１日～３０日）
●秋学期入学式（２２日）

●学年始 春学期開始（1日）  ●春学期入学式（３日）
●オリエンテーション（1日～６日） 
●春学期授業開始（７日）
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関大トピックス

クラブ・サークルの
選び方

「出会いの場」

編集後記

今月の表紙

作者：文化会美術部 西山 千晶さん（社２）
作品名：「星の降る朝」　テーマ：夜の雰囲気が残る朝焼け

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。大学は出会いの場
です。その出会いが人生を変えることがあります。３０数年前の新入生
オリエンテーションでの恩師のお言葉を私は今も忘れられません。そ
れは、「これまで正しいと信じてきたことをいったん全て疑いなさい」と
いうものでした。この一言で、私はこの大学で学ぼうと決意を新たにし
ました。暗記中心の受験勉強に励み入学した大学で、最初に頂いたお
言葉がこれでした。「“大学で学ぶ”ってこういうことか」と感激しました。
　また、無謀にも経験者ではないにもかかわらず体育会に入り、当然練

習の厳しさについていけず、退部届を携えながら毎日練習に参加して
いました。しかし、そこでもかけがえのない先輩、後輩、同期との出会い
があり、気が付けばずっとそのクラブに今も関わっています。
　関西大学は、面倒見のいい大学です。教職員は、学生が大好きです。
そして、さまざまな学生支援の窓口があります。学生相談・支援センター
は、障がいのある学生の修学支援相談窓口であるとともに、「どこに相談
に行っていいか分からない」という学生の道案内もしています。皆さんが
いろいろなことや、人に出会えるように応援しています。

　春４月は、最も気持ちが華やぐ季節。本号には、そんな気分を後押ししてくれる、フレッシュな情報が詰まっています。学びの領野に飛
び込んだ新入生の皆さん、そして、社会に船出することを見据えて研さんしている上年次生の皆さんを、『関大通信』は応援しています。
ところで、新境地を切り開くときにはリスクを伴うもの。riskは、ラテン語でrisicare。岩礁を航行するという意味です。ぜひ本号を手に取
りリスクを確かめながら、あなたにしかできないチャレンジをしてください！

発行日：２０１7年３月２１日（年９回発行）
発行：関西大学広報委員会
〒５６４-８６８０ 大阪府吹田市山手町３-３-３５
電話：０６-６３６８-１１２１（大代表）

「春はあけぼの」という言葉通り、この季節の明け方は趣があり、
私は好きです。そんな夜明けのイメージを描きつつ、制作しまし
た。自分の描きたいイメージにどこまで絵を近づけられるか、
日々の活動で精進したいと思います。

　関西大学文化・学術活動等奨励金制度（業績部門）は、本
学に在学する学生または、所属する団体のうち、文化・学
術・福祉・ボランティア活動等の分野で、優れた業績をあげ
た者に対して奨励金で支援し、表彰することにより、学生文
化の向上に資することを目的としています。
　実施から1２年目となる今年度は、審査の結果、応募総数
21件の中から12件が採択されました。学生の皆さんの多
様な活動を期待しています。

浜崎 公輔（情２）

重岡 さくら（文３）

電気通信工学研究会

関西大学学生チーム
漢舞

児童文化実践サークルうぷ

SJMcrew

関西大学野球チーム
Squeeze

映像ボランティア団体
Media Creative Supporter

関西大学麻雀サークル 
チャンタ

富 勘四郎（商３）

辻 旺一郎（社４）

学生相談・支援センター
学生企画委員会

　公式SNSでは、大学ウェブサイトでは紹介しきれない最
新ニュースやイベント情報など、さまざまなコンテンツを
配信。関西大学のフォロワーになってキャンパス情報を入
手しましょう。

　 Facebook（@kansai.u）
　最新ニュースやイベント
情報、学生・教職員の活躍
などを日々投稿していま
す。また、在学生に対して緊
急性が高いと判断した情
報も、補完的にFacebook
で発信します。

関西大学文化・学術活動等奨励金制度（業績部門）で
１２件が採択

学生スタッフなど募集のお知らせ 関西大学公式SNSを利用しよう！

（広報委員・社会安全学部准教授　近藤誠司）

神藤 典子学生相談・支援センター事務グループ長

第4回全日本学生最強位戦第７位（囲碁）

各種英語弁論全国大会への出場
および入賞

Hack U 2016優秀賞

お祭りダンス活動および
各種大会での入賞

ボランティア活動

高槻市介護職PR動画制作

第30回全日本大学女子野球選手権
大会小野山賞

KAISERS TVの制作

第21回　青雀旗争奪
全国大学対抗麻雀選手権大会第４位

第5回全国学生英語プレゼンテーション
コンテスト インプレッシブ賞

トーゴ共和国広報プロジェクト

2016年度近畿地区障害学生支援協議
会7大学学生交流会
関西大学主催「Think ! Act ! ～大学生
活を考えよう～」

申請者 業 績

　 Twitter（@UnivKansai）
　Facebookと連動して
各種ニュースをツイートし
ています。在学生に対する
緊急連絡も発信します。

　 YouTube関西大学
　 （Kansai University 
　 Official Channel）
　関大生が制作した「関
西大学学歌」の動画や入
学式・卒業式の様子など、
さまざまな動画コンテン
ツを公開しています。

　 Instagram
　 （@kansai_university）
　四季折々のキャンパス風
景、関西大学の素敵な写真
を投稿しています。

　ピア・サポート活動（学生による学生の支援）を実践する8
つのコミュニティがあります。教職員のバックアップのもと、
さまざまなサポートプログラムを企画・運営しています。

ピア・コミュニティ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　関大生にボランティアを広めることを目的に、環境や防災
など身近な問題への意識啓発やボランティア体験ツアーな
ども行っています。

ボランティアセンター学生スタッフ

ボランティア活動支援グループ
volunteer@ml.kandai.jp問い合わせ先

　体育会所属選手に対するスポーツ傷害の応急処置・テー
ピング・ストレッチ、アスレティックリハビリテーション補助を
行い、各部の練習・試合でのサポートもしています。

ATルーム学生トレーナー部

ATルーム学生トレーナー部
kaisers_kuat@yahoo.co.jp問い合わせ先

　他にも、関西大学では、学内のさまざまな所で学生が活躍
しています。
● 授業支援SA、LA、TA
● 学生相談・支援センター学生支援スタッフ
● キャリアセンター学生スタッフ
● 国際部レジデント・アシスタントなど
　募集告知は、インフォメーションシステム「お知らせ」や学
内ポスターなどでお知らせしますので確認してください。

　高校生・保護者の大学見学時の対応（キャンパス案内な
ど）、オープンキャンパス実施運営、入試広報冊子への取材
協力などを行っています。

入試広報学生スタッフ

入試センター入試広報グループ
nyushikoho@ml.kandai.jp問い合わせ先


